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４ ４日 間 に わ たる 夏 休み が 終 わ り 、子 ども た ち の 元気 な 姿が 学 校 に 戻っ

て きま し た 。  

今 年の 夏 は 、昨 年 ほ どで は な か った に しろ 、相 変 わ ら ず 熱中 症 を 心 配し

な けれ ば な ら ない 猛 暑に は ち が いあ り ませ ん で し た 。加 えて 、異 常 気 象 に

よ ると 考 え ら れる よ うな 局 地 的 な大 雨 に襲 わ れ る 地域 が あっ た り、台 風 に

よ る被 害 が あ った り と、 各 地 で 起こ る 災害 に 心 痛 める 夏 でも あ り ま した 。 

幸 いに も 、この 地 方 では 大 き な 被害 は なく 、本 校で も 大 きな 事 故・事 件

や 病気 も な く 、無 事 に夏 休 み が 終え ら れた こ と を うれ し く思 い ま す 。そ れ

ぞ れの ご 家 庭 でも 有 意義 な 夏 休 みを 過 ごさ れ た こ とと 思 いま す 。  

さ て、学 校 では 、こ の 夏の 間 に 新 しく な った で き ご とが 二 つあ り ま し た。

一 つは 、普 通教 室 の エア コ ン 稼 働で す。昨 年 夏 の猛 暑 を 受け て 、日本 各  

地 で学 校 へ の エア コ ン設 置 が す すめ ら れて き ま し た 。こ のあ ま 市 で も 、関

係 各機 関 の ご 尽力 に よっ て エ ア コン 工 事が す す み、本 校 も１ 回 目 の 出校 日

か ら使 う こ と がで き るよ う に な りま し た 。９ 月 か ら の 学 習に 、暑 さ の 支 障

な く安 心 し て 取り 組 むこ と が で きる の は大 変 あ り がた い こと で す。冷 え す

ぎ にな っ た り 、外 気 温と の 差 が 大き す ぎた り し な いよ う に 、調 整 を し な が

ら 心地 よ く 学 校生 活 を送 っ て い けた ら と思 い ま す 。  

も う一 つ は 、新 給 食 セン タ ー に よる 給 食の 実 施 で す 。９ 月か ら の 本 格実

施 に向 け て 、 ２回 目 の出 校 日 に お試 し 給食 が あ り 、そ の 反省 に 基 づ いて 、

２ 日か ら 牛 乳 もプ ラ スし て 通 常 給食 が 行わ れ て い ます 。配 膳 の 方法 や 食 器

の 返し 方 が 変 更に な り 、ま だ ま だ 戸 惑 うこ と が 多 いの で すが 、食 器 が 新 し

く なっ て 軽 く なり 、さ らに 割 れ に く く なっ て 、安 全 に 楽 しく 給 食 の 時間 を

過 ごし て い ま す 。  

新 しく な る と いう こ とは 、き れ い に な って 便 利 に なっ て 快適 な と こ ろが

多 いの で す が 、反 面 慣れ な い 部 分も あ り 、お 互 い の 協 力 や思 い や り は欠 か

せ ませ ん 。ま た 、新 しく 変 わ っ たこ と での 気 づ き や見 直 しも 出 て く るこ と

が あり ま す 。試 行 錯 誤し な が ら、そ の 都度 修 正 し、よ り 良い 方 向 へ 進ん で

い きた い と 思 って い ます 。  

前 期の 後 半 は 運動 会、そ し て 後期 に な った ら 校 外 学習 、作 品 展 と、大 き

な 行事 が 続 き ます 。実 りの 秋 に ふ さ わ しい 、有 意 義 な 教 育活 動 が 展 開で き

る よう 、教 職員 一 同 全力 で 取 り 組ん で まい り ま す。保 護 者の 皆 様 、地 域 の

皆 様の ご 理 解 、ご 協 力を よ ろ し くお 願 いい た し ま す 。  

【 校長 ： 大 崎  弘 師 】  

 

 

 令和元年９月１１日 

 美和小学校 

 平成３１年度第６号 

(通算２７９号） 

 



委員会活動の様子（放送）  

放送委員会では、給食の時間に、「今日の献立」や「給食の準備・片付けの

呼びかけ」をアナウンスしています。さらに、給食の時間の後半には、「今日

の学校ニュース」や「クイズコーナー」を設け、給食の時間を楽しくしていま

す。「今日の学校ニュース」では、各曜日担当の子どもたちが、学校での行事

や世の中の出来事など、タイムリーなニュースを取り上げ、原稿を書いていま

す。また、「クイズコーナー」では、低学年から高学年までが楽しめるクイズ

を考えて放送しています。放送する前には、原稿を何度も読み返し、少しでも

聴きやすい、よりよい放送を目指しています。  

 ７月には「学級紹介」を行いました。事前に各学級担任やクラスの子どもた

ちにインタビューを行い、「どんな学級か」や「学級のよいところ」などを紹

介しました。各学級を知ってもらうよい機会に

なりました。  

 ９月に行われる運動会では、種目やねらいと

いったあらかじめ決まっているアナウンスに

加え、実際の競技を見ながら、実況中継をする

機会があります。これまでの活動を活かし、運

動会をよりよいものとするために、盛り上げて

いきたいと思います。  

今後も放送委員会として、楽しい放送活動を

行っていきたいと思います。  

【放送委員会担当：山守  祐哉   高井  基行】  

 

特別支援学級の教育実践  

 特別支援教育は個別指導を基本としますが、

本校の特別支援学級では、集団によって効果的

である活動は、あすなろ学級（あじさい・さく

ら・くすのきの３学級）で取り組んでいます。 

その一環として、３学級合同で自立活動「あ

すなろタイム」を進めています。自立活動では、

子どもたちがそれぞれの特性や発達段階に応

じて、主体的に自己の力を可能な限り発揮し、よりよく生きていこうとする姿

を目指しています。そのために、子どもたちの実態に応じて、いろいろな計画

を立てています。「あすなろタイム」の活動によって、達成感や満足感を味わ

って、様々な生活場面においても自信をもてるように活動させていきたいと思

います。  

 これまでに、「夏野菜の栽培」「草花遊び」「豆つかみ」「紐通し」「安全

ピン取り外し」「かぶと作り」「フワラーアレンジメント」「七夕飾り」「音

楽リズム遊び」「野菜パーティ」という作業学習や季節を感じる活動を行いま

した。異学年の子たちが、教えたり学んだり、助け合ったりして、それぞれの

子たちのよさが分かり、認め合えるようになりました。今後も、人との関わり

・コミュニケーションの力が身につくような活動をしていこうと考えていま

す。活動の中で、子どもたちの輝く顔・真剣な姿を見つけていきたいと思いま

す。   【あすなろ学級担任：加藤  千賀子   久米  直美   山口  陽子】 



 


